
密植・２本主枝によるニホンナシの

省力・多収・高収益栽培
密植・２本主枝整枝によりせん定が容易になるとともに、早期成園化が図れ、省力で多収・高品
質な果実生産が可能となりました。さらに収益性も大幅に向上することが判明しました。
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植え付け５年後で4t/10aが可能 摘果から大袋掛けの時間が16%短縮
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図1　　密植・２本主枝栽培と慣行栽培における収量の推移
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図2　小袋掛け時の作業能率
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図3　　大袋掛け時の作業能率
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慣行栽培
植え付け後５年で黒字となり、12年後
には慣行栽培の約3.3倍の高収益

図４　累積収益額の推移
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兵庫県立農林水産技術総合センター

北部農業技術センター 農業部

注)単価

収穫量の45%を市場出荷 300円/kg

〃 55%を沿道直売 650円/kg       

(平成13年度版 兵庫県地域農業経営指導

ハンドブックを一部改変)


